
岩佐新 と石橋 コ レク シ ョン

田所夏子

　岩佐新 （1894－1973、fig.1）は 、石橋正二郎 （1889
－1976） の コレクション形成に重要 な役割 を果た

した人物である1）。もともとは画家志望であったが、

戦前は美術 ジャーナリス トとしてい くつ もの雑誌

で活躍 していた。その後正二郎 と出会い、生涯を

通 じてコレクション収集の助言や管理、そして美

術館活動に貢献 した。また藤島武二 と親 しく、正

二郎との仲介役を果た したの も岩佐であった。《黒

扇》（fig.2）な どの代表作を含む藤島の多 くの作品

が正二郎の手に渡 ったのは岩佐の功績によるとこ

ろが大 きい。そこで本稿では、これ まであ まり調

べ られてこなかった岩佐の人物像 と、石橋 コレク

ションとの関わ りを明 らかに したい。

1． 画 家 と して

　岩佐新は1894（ 明治27） 年7月10日 、島根県能義

郡伯太町井尻 （現在の安来市）に生 まれた2）。県立

松江商業学校 を卒業後、東京に出て石井林響 （1884
－1930） に 師事 し日本画 を学んだ3）。林響 は千葉

県出身の 日本画家で、橋本雅邦に師事 し文展や帝

展で活躍 しなが らも、脳溢血で倒れ47歳 の若さで

世 を去 った。は じめ天風 と号 していたが、文展か

ら帝展 にかわ った1919（ 大 正8） 年 に、林響 と改

号 している。改号にあたっては、岩佐 ら門人たち

が 「林響」 という語を発案 した。岩佐が内弟子 と

して林響に入門したのは、まだ天風と名乗 り品川

に居を構 えていた1914（ 大正3）年のことであった
4）

。

林響が1925（ 大 正14） 年 に郷里に近 い上総の大網

に移 ってか らは遠方 とな り、岩佐の雑誌の仕事が

忙 しくなったこともあって次第に疎遠 になってい

ったとい う。岩佐は当初 日本画 を学んでいたが、

同時に油絵 も描いていた。 しか し林響 から 「西洋

画を描 く人は気の毒 だ、物を見 なければ描けない

のだか ら」 と言われ、大いに反発 し遠 ざかった こ

ともあったと回想 している。 もっとも、林響 自身

が もともと洋画家 を志 してお り、その影響 もあ っ

てか、岩佐はその後洋画に転向 し岡田三郎助が指

導する本郷洋画研究所に学んだ
5）

。

　1928（ 昭 和3） 年 には、第5回槐 樹 社 展 に一 般

出品者として油彩画 《夜の静物》を出している
6）

。

その後 も第6回 展 に 《広場風景》、第7回 展に 《庭》、

第8回 展に 《O氏像》（fig.3）と、毎年続けて出品 し

ている。 また、帝展 に も1930（ 昭 和5） 年の第11

回展 と、翌年第12回 展 に入選 した。第11回 展に出

品 した作品 《窓》（fig.4）は、果物やカップの置か

れたテーブル と、椅子、食卓用のペンダン トライ

fig.1

岩 佐 新 （1942年 撮 影 ）

fig.2

藤 島武 二 《黒扇》1908－09年 、石橋財 団 ブ リ

ヂ ス トン美術館
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トが配 された室内か ら、窓越 しに外の草花や木々

の葉が見 えている作品である。「気持ちのいい作 だ。

私は初めて此作者の絵を見るので、今迄知 らなか

ったが、此 人に此芸あ りて驚 いた」 と、小林徳三

郎に よ り評 された7）。 第12回 展 の出品作 《椅子 に

凭 れるO氏 像》 （fig.5）は 、おそ らく第8回 槐樹社

展 に出品 した作品 と同 じモデルを描いたものであ

る。スーツ姿 の男が椅子に腰かけている肖像画で、

男が右手 に持っている煙草 からは一筋の煙がたち

上 っている。人物の顔立 ちはややデ フォルメされ、

ユーモラスな表情 を見せている。

　お よそ4年 ほ どの短 い期間 に洋画家 と して順調

にキ ャリアを積んでいた岩佐だが、次第に雑誌編

集者 としての仕事が忙 しくな り、第12回 帝展 出品

以降は画家 としての活動 は影を潜める。1940（ 昭

和15） 年11月 と1942（ 昭 和17） 年4月 に銀座 の鳩

居堂で水墨画の個展 を開いているが8）、そのほか

に目立った出品の記録は見受けられない。

2.美 術ジャーナリス トとして

　洋画家 として展覧会に出品する一方、美術雑誌

の記者、編集者 として も能力を発揮 した。その仕

事ぶ りは 「戦前はみづゑの大下 （藤次郎 ［筆者註］）

さんや三彩の藤本 （韶三 ［同］） さんと並んで活

躍 した代表的美術 ジャーナ リス トであった」 と称

されるほ どであった9）。岩佐が編集 に携わった美

術雑誌 と しては、『美術新論』、『美術』、『国民 美

術』 などが知 られている。いずれも戦時中の出版

統制のため改題を余儀な くされたものである。『美

術新 論』 には1926（ 大 正15） 年 の創刊 か ら関 わ

り、自ら精力的に記事 を書いて掲載 した。執筆 し

た記事の内容は、自身が深 く傾倒 した石井林響や

藤島武二についてだけでな く、 さまざまな展覧会

評や、美術界、批評家たちへの提言な ど幅広 く目

を配っている。『美術新論』 は斎藤与里、牧野虎雄、

熊岡美彦 ら槐樹社の同人たちが編集をおこなう月

刊誌で、岩佐は当初実務担当者 として参加 してい

た。岩佐が槐樹社展に出品 したのは1928（ 昭和3）

年の第5回 展か らであったことか ら、槐樹社 との

関わ りは雑誌編集の仕事が最初であった ようであ

る。しか し10年 ほどで槐樹社は解散 し、『美術新論』

は第8巻 第2号 （1933（昭和8） 年2月 号）か らは東

光会 に引 き継がれ、同年11月 号か ら 『美術』 と改

題 した10）。 このとき編集の中心 となったのは斎藤、

熊 岡と岩佐であった。その後 日中戦争の影響 もあ

fig.3

岩 佐新 《O氏像》1931年

fig.4

岩佐新 《窓》1930年

fig.5

岩佐新 《椅子 に凭 れるO氏 像》1931年
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って経営が 次第にきび しくな り、1938（ 昭和13）

年1月 号か らは岩佐個人が経営 を引 き受けること

になった。有島生馬の計 らいで川崎銀行から資金

援助 を受けたものの、戦況悪化に ともないさらに

経営が苦 しくなっていった ところへ、軍部か らの

出版統制にあった。 ちょうどそのころ、画商 とし

て成功 をお さめていた青樹社の鈴木里一郎か ら声

がかか り、美術評論家の荒城季夫 を加えた3人 で

「国民美術社」 を結成 し、雑誌 『国民美術』を創

刊 した。 しか し統制下における紙の配給許可がお

りず、1941（ 昭 和16） 年10月 に創刊号 を発行 した

のち、翌年2月 号 をもって廃刊 をむかえた11）。その

後戦争中は、疎開先の島根で雑誌 『島根美術』 の

創刊 に関わったが、ほどな くして再び上京 してか

らは雑誌編集の仕事からは遠 ざかっていったよう

である。

　お よそ20年 に及ぶ編集者 としての仕事 を通 して、

岩佐は非常 に多 くの知見 と人脈を得ることになっ

た。そのことを端的に示す ひとつの事例が、近代

美術 館設 立運動 であ る。その運 動は、1937（ 昭

和12） 年 、1939（ 昭和14） 年 、そ して1950（ 昭 和

25） 年 と3度 に渡 った12）。1度 目は紀元2600年 を記

念 して計画 された万国博覧会の会場 を美術館 とし

て残せるものに しようとする運動であったが、結

局万博 自体が実現せず美術館設立の話 も立 ち消 え

になった。東京府美術館 を 「大衆観覧者を対象と

す る展覧会場 としては、地の利 を得ざるのみなら

ず、その構造 に於いて も適当ならず」 として、そ

の役割を常設美術館 とする代わ りに、丸の内付近

に展覧会場 を新たに設立する運動の実行委員会の

1人 に名を挙 げている
1 3）

。

　2度 目は、「明治大正名作展覧会」の開催をきっ

かけに、皇太子殿下生誕記念事業の一環として美

術館建設を計画したものであった。この時は資金

集めや土地探 しなどかなり具体的に進んでいたに

もかかわらず、戦争が始まったことによって実現

に至 らなかった。岩佐は雑誌 『美術界』を主宰し

ていた浦崎永錫らとともに方々を駆け回り、当時

の東京市長や横山大観、和田英作、朝倉文夫など

の美術界の重鎮、東京美術学校の校長、経済界か

らは藤山愛一郎などの協力を得た大プロジェクト

であった。

　3度 目は、1950（昭和25）年に日本美術家連盟

から建議文を提出し行政に働きかけたものである。

当時連盟の二代目事務局長を務めていた岩佐も、

依頼されて参議院で直接近代美術館の必要性を説

き、翌年には文部省の積極的な働きかけにより予

算案が国会を通過した。ところが日比谷公園を有

力候補としていた建設用地の問題などで美術館建

物の新築が難 しくなって しまった。そ してその翌

年、京橋の旧日活会館を前川国男の改装 によって

使用することがようや く決 まった。

　この一連の運動 に深 く関わっていた岩佐の、関

係者 との人脈や実現に向けた行動力には眼 をみは

るものがある。そのの ち、石橋正二郎が1969（ 昭

和44） 年 の東京国立近代美術館 の移転新築に際 し

建物を寄贈したことは、岩佐に とって も積年の思

いが叶った瞬間で もあっただろう。

3.藤 島武二との因縁

　つ ぎに、岩佐の生涯 を語 る上で欠 くことので き

ない重要 な人物のひ とりとして、藤島武二 （1867

－1943） との交流 について紹介 したい。以下は岩

佐自身による回想である
1 4）

。

因縁 とい う言葉があるが、藤島先生 と私とは

その因縁 というのか もしれない。亡 くな られ

た朝 も （昭和十八年三月十九 日）、な にか先

生に呼ばれている ような夢 を見て、気にかか

るので急いでお宅に うかがったら 「今朝 はな

んだか先生の様子がおか しい」 との話、諸方

へ電話 して しらせてい るうちにとうとういけ

なかった。それか ら御葬儀のことその他、相

当立入 ってお手伝 いす ることになって しまっ

た。私 は先生の門人とい うわけではなかった

が、絵の こともいろいろと教えて頂いた。「ち

か ごろ何か描 きましたか」などとよ くいわれ

た。禅の話、老子 の話な ども伺ったが、凡才

は何等 ものにならぬ。展覧会 も御生前に三越

での新作展のお世話を し、その後朝 日新聞社

主催の遺作展、またこんどの毎 日新聞社の藤

島展に も関係するようになった。どうい うお

考 えだったかわか らぬが、御病中お床につい

ていられるころは、先生の 日本画など見て も

らいに来ると、私 に箱書 をしておけといわれ、

よく極書 を書いたものだ。今 となっては正 当

のお弟子の先生方 も居 られることだから、そ

ういうことはなるべ くしない ことに している。

　岩佐がかつて本郷洋画研究所に学んでいた頃に

は、すでに藤島は川端画学校に移ってお り、2人

がいつ頃どのようにして知り合ったかは詳らかで

ない。 しかし『美術新論』（第4巻第12号）では、「ア

トリエ訪問記」という連載記事で本郷の自宅にい

る藤島を取材している。取材当時、藤島は皇太后

陛下御献上品として岡田三郎助とともに依頼され

た天皇の御居間を飾る絵を制作中であった。担当
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記者名は 「S.I生」 となってお り、記事 のなかで記

者は以前にも何度か藤 島邸 を訪 れたことがあ るよ

うに書かれている。 もしもこれが岩佐本人による

ものであれば、少な くとも記事が出た1929（ 昭和

4） 年の12月 よ り前か ら藤 島 とは面識があったこ

とになる15）。 また、1934（ 昭 和9） 年 には岩佐 が

編集 した藤島の生前最初の画集が出版 されている。

1938（ 昭和13） 年12月 の 日本橋三越 における 「藤

島武二近作画展」では世話人 として開催を手伝い、

1942（ 昭 和17） 年11月 に は 「藤 島武二 作 品鑑 賞

会」（日本橋三越）開催準備 にも奔走 している。こ

の展覧会は、有島生馬、伊原宇三郎、猪熊弦一郎、

長谷川仁 らとともに藤 島武二画集刊行会を発足 し

準備 していたなかで発案 された もので、藤島自身

の監修の もと58点 が展示 された。 しか し画集が刊

行 されたのは翌年11月 のことで、藤島はその完成

を見る ことな く3月 に亡 くな り、結果 と して没後

最初 の本格的な画集 となった。先に紹介 した とお

り岩佐は藤島の門人ではなかったが、公私に渡っ

て親 しく交流 し、その画業の顕彰だけでな く身の

まわ りのことまで細やかに支えた。十数年にお よ

ぶ2人 の交友 を通 して岩佐が まとめた 「藤島武二

語録」は、直接談話や諸誌上か ら集めた語録の一

部であ り、その後の藤 島研究に欠かせ ない重要な

証言記録のひとつ となっている
16）

。

4.石 橋 正二郎 との出会い

　岩 佐は、戦前 に青樹社 の鈴 木里一郎 を通 じて

正二郎 と知 り合 った とされている17）。青樹社は、

1939（ 昭 和14） 年11月 に銀座本店で 「青木繁遺作

展覧会」 を開催 した。 この とき青木の友人であっ

た梅野満雄が所蔵 していた青木の作品64点 が公開

され、《海の幸 》、《わだつみのいろ この宮》な ど

出品作の一部がその後正二郎の手 に渡 った。正二

郎は、東京 に仮住 まい していた1935（ 昭 和10） 年

頃か ら青樹社を訪れ、鈴木 と懇意 になっていた。

岩佐 と鈴木がいつ頃か ら知 り合 っていたかは分か

らないが、先に述べた とお り1941（ 昭 和16） 年 に

は鈴木の声かけにより雑誌 『国民美術』 を創刊、

発行 していることか ら、遅 くともそれ以前 には面

識があった もの と思われる18）。鈴木の仲介に より

正二郎 と出会った岩佐 は、 とくに、正二郎が藤島

邸 を訪問するにあた り大 きな役割 を果た した。以

下に、藤島 との出会 いについて語った正二郎の回

想を紹介したい
19）

。

藤島 さんに私が初めて会 ったのは、ち ょうど

三十年前 （1938）、 東京 ・日本橋 の三越 で個

展が開かれている時だった。何点か並べ られ

ている絵のなかで特に私 を引 きつけた絵があ

った。《浪 （大洗）》 とい う題だったが、筆勢

が強 く色彩 も豊かで、重厚 な感 じのす る作品

だった。そこで さっそ く藤島さんにゆずって

いただきたいと申 し入れたのだが、即座に断

られて しまった。藤島さん 自身も気に入 って

いるか らということである。が、断られれば

よけい手 に入れた くなるのがコレクター心理

である。人を通 じて何回 とな く藤島 さんに申

し入れ、やっとの ことでその絵を手に入れる

ことがで きた。これが機縁で私は藤島さん と

親 しくな り月に一 回は藤島 さんのお宅 にたず

ねる ようになったのである。 もちろんそれ以

前か ら藤島さんの絵には興味があった。だが

藤島 さんの人を知るようになって、前 に もま

してその芸術の偉大 さを知る ようになったの

だ。

　 この とき展覧会の世話役 をつ とめたのが岩佐で

あったことか ら、正二郎 と藤島との関係を仲介 し

たのは岩佐だった と考 えて間違いな く、正二郎 と

岩佐が知 り合ったのは1935～38年 の間である可能

性 が高い。1942（ 昭和17） 年 には、《黒扇》の前

で藤島 と正二郎、長男幹一郎 と岩佐が並んでいる

写真が残 されている （fig.6）。 また、晩年藤島が

病床に伏せていた頃には、ヨーロッパ留学時代 の

滞欧作15点 ほ どが散逸するのは惜 しいか らと正二

郎に買い取 って もらった。 ところが3日 ほ どして

からあの絵がないと寂 しくて寝 られないから返 し

てほ しい と言われ、気分を害するどころか画家の

自分の作品への執着に感動 した正二郎は、ただち

に返却 してい る。それ らの作品はその後ふたたび

fig.6

左か ら岩佐新 、藤島武二、石橋 正二郎、幹一郎 （1942年撮 影）
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正二郎の もとに戻 った。 こうしたエ ピソー ドか ら

《黒扇》をは じめ藤島の滞欧作の多 くを正二郎が

入手する こととなった背景には、画家 とコレクタ

ー とのあいだに深い信頼関係が築かれていたこと

が うかがわれる。そ してそんな両者の仲介役とし

て、「早 くか ら石橋正二郎 さんに藤 島武二先生の

作をお勧め していたが、特に先生の没後はその作

品の散逸を恐れ、手 に入 る限 りの もの を集 めた」

岩佐の功績は大きかった
20）

。

　また、岩佐は正二郎が特別な思い入れ をもって

いた とされるピカソ 《女の顔》（1923年、石橋財団

ブ リヂス トン美術館） を入手する際に も、重要な

役割 を果た したと思われる。この作 品は福島繁太

郎の旧蔵作品で、正二郎が もともと欲 しくてた ま

らず、購入の話が出た時に即決 したものである
21）

。

正二郎が作品を入手 したのは終戦後まもな く、ち

ょうど西洋絵画の収集 を本格的に開始 したばか り

の頃であった。岩佐は1944年 か ら郷里島根 に疎 開

していて この時期 ち ょうど一時的 に正二郎 の も

とを離れていた。 しか し、戦前か らたびたび雑誌

で福 島 コレクシ ョンを取材 していた こと もあっ

て、《女の顔》 に関す る多 くの情報 と関係者 の人

脈 を正二郎に提供 したことだろう。事実、岩佐が

編集 をつ とめた美術雑誌ではたびたび福島コレク

シ ョンの特集が組 まれてお り、なかで も 『美術新

論』では 日本でいち早 く福島コレクシ ョンを紹介

し、《女の顔》の図版が大 きく掲載 された22）。正二

郎が西洋絵画の収集 を開始 した矢先、絶好の タイ

ミングで この作品を入手することになった経緯 に、

岩佐の存在が影響 していた可能性は高い。正二郎

と親 しか った猪熊弦一郎の回想 によると、旧福島

コレクシ ョンの 「ルオーの顔の丸い婦人の絵」（お

そ らくルオー 《ピエロ》1925年 、 石橋財 団ブリヂ

ス トン美術館）の購入 に際 して も、正二郎 の主 な

相談相手となっていたのは岩佐新であったという
23）

。

5.コ レ ク シ ョ ン管 理 人 と して

　 こうして正二郎 の厚い信頼 を得た岩佐 は、 コレ

クション管理 人および助言者 として初期の収集に

深 く関わることとなった。周囲か らも 「石橋 さん

を美術 の大愛好家たらしめ、個 人の もの としては

世界的な美術館 を作 り上 げた岩佐 さんの陰の功績

は非常に大 きい」 と語 られるほ どであった24）。正

二郎は、1951（ 昭和26） 年 には 自身の コレクシ ョ

ンを保管するため自宅の敷地内に倉庫 を建築 して

いる。「美術庫」 と呼 ばれたこの倉庫 には収集 し

た多 くの美術品が保管され、いつ しか国内外か ら

噂 を聞きつけた画家や愛好家、学者等か ら見学 を

希望 されることが少な くなか った とい う25）。美術

庫が完成 した年の11月 には、美術に造形が深 くニ

ュー ヨーク近代美術館 の理事 も務めたブランシェ

ッ ト ・ロ ックフェラー （ジ ョン ・D・ ロ ックフェ

ラー三世夫人）の訪問を受け、岩佐 も案内役のひ

とりとして同席 している （fig.7）。

　 翌年1952（ 昭 和27） 年1月 にブ リヂス トン美術

館が開館 してか らは、岩佐は主事 と して美術館 に

おけるさまざまな実務 を担当することになった26）。

具体的にはコレクションの管理に加 え、展覧会の

準備や作品輸送作業の監督、講演会の手配などで、

時には自ら講演をおこなうこ ともあ り、その仕事

ぶ りは学芸員その ものである27）。 また、開館の翌

年 か ら石橋幹一郎を委員長 とす る 「映画委員会」

が立 ち上が り、岩佐はここで も主事 に就任 してい

る。映画委員会は、1964年 までに16本 の記録映画

を制作 した。映画は梅原龍三郎や川合玉堂、高村

光太郎 ら約60人 の作家のア トリエを訪れ、制作中

の様子や 日常の姿 を撮影 した もので、貴重 な記録

資料 となっている
28）

。

　 ところで、当館には岩佐 による模写作 品が所蔵

されている。マネ 《メリー ・ローラン》の模写、

ピカソ 《裸婦》の模写、 ピカソ 《アルルカン》 の

模写、和田英作 《富士 》の模写の4点 である。 そ

のうち当館が原画 を所蔵 しているのはマネ 《メリ

ー・ローラン》のみで、裏板 には ［マネー 「マ リー・

ローラン」／調査に依る復元模写 ／岩佐新］ と書

込みがある。 ピカソ 《アルルカ ン》の模写 （fig.8）

の 原画は福島繁太郎の旧蔵品で、現在はスペイ ン

の テ ィッセ ン ・ボルネ ミッサ美術館 に所 蔵 され

fig.7

左 か ら團伊能、同夫人、ロ ック フェラー三世 夫人、矢 代幸 雄、

石 橋昌子 （正二 郎の妻）、正二郎 、岩 佐新 （麻布永坂の 自邸、

1951年11月 撮影）
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ている。裏面の木枠には、［贈ブ リヂス トン美術

館 ／ピカソ 「アルルカン」岩佐新模写］ と書かれ

ている。いずれも模写 した 目的や時期は不明だが、

裏面の書込みか ら想像すると1952（ 昭和27） 年 の

ブ リヂス トン美術館開館後に、何らかの調査のた

めに制作 された もの と思われる。美術館 における

岩佐の仕事は、学芸員的な内容にとどまらず映画

製作や模写制作など多岐 に渡った。そのいずれも

過去 に画家 として活動 していたことや、美術ジャ

ーナリス トとして多彩 な人脈を培ったことが、バ

ックグラウン ドとしていかに有効に働いたかは容

易 に想像がつ く。こ うして岩佐 は亡 くなる2年 前

まで、ブリヂス トン美術館に参与 として席 を置 き、

文字通 り生涯 を尽 くして貢献 した。

　戦争でひとり息子を亡 くし、晩年の岩佐は病気

をした り妻に先立たれた りと気の毒 な身の上であ

ったようだが、元来明朗 な人柄で、広 く誰か らも

親 しまれた という29）。1973（ 昭和48） 年6月20日 に

78歳 で亡 くな り、23日 には増上寺で美術館葬が執

りおこなわれた
30）

。
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岩佐新略年譜

岩佐新に関する事項 は、主に以下の文献を参照 した。

岩佐新 「石井 さんの憶 ひ出 （林響氏追悼）」『ア トリエ』 第7巻4号 、1930年4月 、p.132－134。

岩 佐新 「「美術新論」 と 「美術」の思い出」『本の手帖』9月 号、1961年9月 、p.320－322。

伊 原宇三郎 「岩佐新さんを悼 む」『連盟ニュース』224号 、 日本美術家連盟、1973年7月 、p.2。

『島根県大百科事典』山陰中央新報社、1982年 、p.160。

石 橋正二郎に関する事項は、主に 『コレクター石橋正二郎展』図録、石橋財団ブリヂス トン美術館、2002年

を参照 した。

西暦 和暦 年齢 岩佐新の生涯 関連事項

1894 明治27 0
7月10日、島根県能義郡 （現在の安来市）伯太町

井尻に生まれる。［島根県大百科事典］

県立松江商業学校を卒業後、東京に出て美術記者
として働く。［島根県大百科事典］

1914 大正3 20
この ころから、日本画家の石井天風 （林響）に師

事する。 ［ア トリエ7－4］

1924 大正13 30 斎藤与里ら、槐樹社を結成。

1925 大正14 31

石井林響が郷里に近い上総の大網に移 り、次第に

疎遠になる。［ア トリエ7－4］

その後、洋画に転向し本郷洋画研究所に学んだ。

［連盟ニュース224］

1926
大正15

昭和元
32
11月 、月刊美術雑誌 『美術新論』が創刊、編集実

務担当となる。 ［本の手帖］

1928 昭和3 34
第5回槐樹社展に一般出品者として油彩画 《夜の
静物》を出品。

1929 昭和4 35

第6回 槐樹社展に油彩画 《広場風景》 を出品。

藤島武二のア トリエを訪問 し 『美術新論』（4－12）

にア トリエ訪問記 を寄稿。

1930 昭和5 36
第7回 槐樹社展 に油彩画 《庭》を出品。

第11回 帝展に 《窓》を出品。
2月25日 、石井林響 、歿する。

1931 昭和6 37
第8回槐樹社展に油彩画 《O氏像》を出品。
第12回帝展に 《椅子に凭れるO氏 像》を出品。

石橋正二郎、ブリッヂス トンタ

イヤ株式会社 を設立。

1933 昭和8 39

11月 、雑誌 『美術新論』が11月 号 より 『美術』 と

改題 し、斎藤与里、熊岡美彦、岩佐が編集の中心

となる。

槐樹社、解散。

1934 昭和9 40 画集『藤島武二画集』（東邦美術学院）を編集発行。

1935 昭和10 41

10月 、正二郎、東京に移 り、こ

の頃か ら銀座の青樹社 を訪れ、

鈴木里一郎 と懇意 になる。

1936 昭和11 42

正二郎、東京の麻布永坂町に自

宅を建てる （松田建築事務所、
主として平田重雄が設計）。

1938 昭和13 44

雑誌 『美術』1月 号 より、岩佐個人が経営者とし

て発行 を引 き受ける。［本の手帖］

12月 、「藤島武二近作画展」（日本橋三越）の開催

を世話する。

日本橋三越の藤島展で正二郎が

《浪 （大洗）》を気に入る。

1939 昭和14 45 5月 、 『美術』 で石井林響供養号 を発行する。

11月、銀座青樹社本店で 「青木

繁遺作展覧会」が開催される（翌

年大阪支店でも開催）。
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西暦 和暦 年齢 岩佐新の生涯 関連事項

1940 昭和15 46

画集 『ポール ・セザンヌ』（美術発行所）を刊行

11月23日－25日 、「岩佐新 「出雲」 と 「菊」の水墨

画展」（銀座 ・鳩居堂）開催。

1941 昭和16 47
10月 、 青樹社の鈴木里一郎の声かけにより、雑誌

『国民美術』を創刊。［本の手帖］

1942 昭和17 48

2月 、 『国民美術』2月 号 をもって廃刊する。

藤島、正二郎、幹一郎 とともに写真 に写 る。

4月26日 －28日 「岩佐新 「采根譚 」主題画展 （日）」

（銀座 ・鳩居堂）開催。

ブリッヂス トンタイヤの社名

を、日本タイヤ株式会社 に変更。

1943 昭和18 49

10－11月、「藤島武二遺作展」を大阪市立美術館 と

東京都美術館で開催。展覧会 目録の後が きを執筆。

11月 、『藤島武二画集』（藤島武二画集刊行会）を

編集発行。

3月19日 、 藤 島 武 二 、 歿 す る 。

1944 昭和19 50
日本タイヤに入社。島根に疎開し、島根新聞社（現
山陰中央新報社）に勤務。［島根県大百科事典］

1945 昭和20 51 12月 、 島根洋画展に出品。

1946 昭和21 52

雑誌 『島根美術』春号に寄稿。住所は能義井尻。
8月、島根洋画界夏季洋画講習会 （松江）に、指

導者として参加。

1947 昭和22 53 雑誌 『島根美術』秋号に寄稿。

1949 昭和24 55 ふたたび東京へ上京する。［島根県大百科事典］ 日本美術家連盟が創立。

1950 昭和25 56
この頃から、 日本美術家連盟の主事 （事務局）を

務める。［連盟ニュース224］

1951 昭和26 57
ロックフェラー3世 夫人、石橋正二郎の永坂 自邸

を訪問。岩佐は案内役 として同席。

ブリヂス トンタイヤ株式会社に

社名変更。ブリヂス トンビル（本

社 ビル）が竣工。

正二郎、自宅の敷地内に 「美術

庫」 を建てる。

1952 昭和27 58 ブリヂス トン美術館主事 となる。 1月、ブリヂス トン美術館が開館。

1953 昭和28 59
ブリヂス トン美術館映画委員会主事となる。委員

長は石橋幹一郎。

1956 昭和31 62 石橋美術館運営委員となる （－70年3月）。
石橋正二郎、石橋財団を設立。

石橋美術館が開館。

1963 昭和38 69 石橋財団評議員となる （－72年11月 ）。

1966 昭和41 72 ブリヂス トン美術館運営委員 となる （－70年3月）。

1967 昭和42 73 ブリヂス トン美術館参与に就任 （－71年）。

1973 昭和48
6月20日 、78歳 で歿する。23日 に増上寺にて美術

館葬がおこなわれた。
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岩佐新 主な関連文献

1.岩 佐新の著作 ・談話

【画集 ・展覧会カタログ】

岩佐新編 『藤島武二画集』東邦美術学院、1934年11月

岩 佐新編 『ポール ・セザンヌ』美術発行所、1940年

岩 佐新 『「茶人三十六歌撰」画帖 田能村竹田筆 ・岩瀬早雅伝賛』美術発行所、1941年

岩佐新 「後が き」『藤島武二遺作展覧会目録』藤島武二遺作展覧会事務所、1943年10月

岩佐新 「藤島武二語録」岩佐新、長谷川仁編 『藤島武二画集』藤島武二画集刊行会、1943年11月

ブ リヂス トン美術館編 『藤島武二 （美術家 シリーズ）第2』 ブリヂス トン美術館、1958年

岩佐新編 「藤島武二語録」『世界名画全集』（続巻第6藤 島武二、佐伯祐三）平凡社、1961年11月

岩佐新 「藤島武二先生のこと」『世界名画全集』 （続巻第6藤 島武二、佐伯祐三）月報付録、平凡社、1961年

11月

岩佐新 「藤島武二語録」河北倫明 ・嘉門安雄編著 『現代 日本美術全集7』 （青木繁、藤島武二）集英社、1972年

【雑誌 ・新聞】

「或 る日の山手電車」『美術新論』第2巻 第8号 、1927年8月 （挿絵）、p.87

「リノリーム版画の話」『美術新論』第2巻 第11号 、1927年11月 、p.183

※　 I生 「ア トリエ訪問 牧野虎雄氏」『美術新論』第2巻 第11号

（※著者名が イニシャル表記 されているが、岩佐新による記事である可能性が高い。以下同様。）

「マチス を訪れた人の話」『美術新論』第3巻 第1号 、1928年1月 、p.66

「寫生地 中海」『美術新論』第3巻 第2号 、1928年2月 、p.66

※　 S.I生 「ア トリエ訪問記 金山平三氏」『美術新論』第3巻 第6号 、1928年6月

「活字 ！車 ！」『美術新論』第3巻 第7号 、1928年7月

※　 S.I生 「ア トリエ訪問記 片多徳郎氏」『美術新論』第3巻 第7号

※　 S.I生 「ア トリエ訪問記 安宅安五郎氏」『美術新論』第3巻 第9号 、1928年9月

※　 S.I生 「ア トリエ訪問記 和田英作氏」『美術新論』第4巻 第3号 、1929年3月

「俵屋宗達に就て」『美術新論』第4巻 第5号 、1929年5月

「写生地 伊豆大島」『美術新論』第4巻 第6号 、1929年6月

※　 S.I生 「ア トリエ訪問記 岡田三郎助」『美術新論』 第4巻 第6号 、1929年6月

「一つの リンゴ」『美術新論』第4巻 第9号 、1929年9月 、p.85

※　 S.I生 「ア トリエ訪問記 藤島武二」『美術新論』第4巻 第12号 、1929年12月 、p.70－72

「石井 さんの憶ひ出 （林響氏追悼 ）」『ア トリエ』第7巻 第4号 、1930年4月 、p.132－134

「長原孝太郎先生」『美術新論』第6巻 第1号 、1931年1月 、p.86

「石 井林響遺作展」『ア トリエ』第8巻 第5号 、1931年5月 、p.126－129

「美 術館長に問ふ」『美術新論』第6巻 第5号 、1931年5月 、p.98

「おせつかいな次第ですが」『美術新論』第6巻 第10号 、1931年10月

「帝展幹事に献ず」『美術新論』 第6巻 第11号 、1931年11月 、p.168

「日本紹介」『美術新論』第7巻 第7号 、1932年7月 、p.84

「浮世絵総合展見物」『美術新論』第7巻 第7号 、1932年7月 、p.118

「朱葉会展」『美術新論』第8巻 第4号 、1933年4月

「巴里 に於 ける 日本現代版畫 準備展並 に第三回 日本版画協会展」『美術新論』第8巻 第10号 、 美術新論社、

1933年10月 、p.23

「洋画 といふ言葉は止め度い」『美術』 第8巻 第11号 、1933年11月 、p.96

「第四部審査員 は何故辞任 しなかったか」『美術』第9巻 第11号 、1934年11月 、p.109

「博 物館の古楽面展」『美術』第9巻 第12号 、1934年12月 、p.52

「編輯室」熊 岡美彦、斎藤与里、岩佐新 『美術』第10巻 第1号 、1935年1月

「独立秋季展 ・川島理一郎熱河風風物展 ・油絵5人 」『美術』第10巻 第1号 、1935年1月

「編輯室」熊岡美彦、斎藤与里、岩佐新 『美術』第10巻 第2号 、1935年2月
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「編輯室」熊岡美彦、斎藤与里、岩佐新 『美術』第10巻 第4号 、1935年4月

「編輯室」熊岡美彦、斎藤与里、岩佐新 『美術』第10巻 第5号 、1935年5月

「編輯室」熊岡美彦、岩佐新 『美術』第10巻 第6号 、1935年6月

「編輯室」熊岡美彦、斎藤与里、岩佐新 『美術』第10巻 第7号 、1935年7月

「答　 日本美術の変遷」『美術』 第10巻 第9号 、1935年9月

「独逸か ら返つた嵯峨天皇宸 影」『美術』第10巻 第9号 、1935年9月

「編輯室」熊岡美彦、斎藤与里、岩佐新 『美術』第10巻 第12号 、1935年12月

「大東会展感想」『美術』第11巻 第1号 、1936年1月

「編輯室」熊岡美彦、斎藤与里、岩佐新 『美術』第11巻 第3号 、1936年3月

「主線協会に呈す」『美術』第11巻 第4号 、1936年4月

「平生文相 と大口氏の討議」『美術』第11巻 第6号 、1936年6月

「南画院と日本画会」『美術』第11巻 第7号 、1936年7月

「編輯室」熊 岡美彦、斎藤与里、岩佐新 『美術』第11巻 第8号 、1936年8月

「平生文相に抱負を聞 く」『美術』 第11巻 第11号 、1936年11月

「加筆事件」『美術』第11巻 第11号 、1936年11月

「弥次喜多文展見物」大川逞一、岩佐新 『美術』第11巻 第12号 、1936年12月

「編輯室」熊 岡美彦、岩佐新 『美術』第11巻 第12号 、1936年12月

「大潮会展」『美術』第12巻 第1号 、1937年1月

「所謂公正会案に就て」『美術』第12巻 第1号 、1937年1月

「編輯室」熊岡美彦、斎藤与里、岩佐新 『美術』 第12巻 第1号 、1937年1月

「カメラの ピクニック」『美術』第12巻 第2号 、1937年2月

「諸展覧会評」佐波 ・鈴木 ・岩佐 『美術』第12巻 第5号 、1937年5月

「所感」『美術』 第12巻 第5号 、1937年5月

「編輯室」渡辺、斎藤、岩佐 『美術』第12巻 第5号 、1937年5月

「帝国芸術院」『美術』第12巻 第7号 、1937年7月

「富田渓仙遺作展」『美術』第12巻 第7号 、1937年7月

「文展」『美術』第12巻 第8号 、1937年8月

「現代美術館」『美術』第12巻 第9号 、1937年9月

「閻魔鏡」『美術』第12巻 第9号 、1937年9月

「鉄斎翁の全貌」『美術』第12巻 第10号 、1937年10月

「明治中期 東西画技の争ひ」『美術』 第12巻 第10号 、1937年10月

「技術的区分鑑別に反対す」『美術』第12巻 第11号 、1937年11月

「文展 に就いて石井柏亭氏との一問一答」『美術』第12巻 第11号 、1937年11月

「大潮会展」『美術』第13巻 第1号 、1938年1月

「諸展瞥評」江川、岩佐 『美術』第13巻 第3号 、1938年3月

「朝倉文夫氏訪問」『美術』第13巻 第4号 、1938年4月

「新美術人協会展」『美術』第13巻 第7号 、1938年7月

「石井林響像」『美術』第14巻 第5号 、1939年5月 （挿絵）

「煌土社 第五回展」『美術』第14巻 第5号 、1939年5月

「掲載の諸作品に就て」『美術』第15巻 第1号 、1940年1月

「一水会評」『造形芸術』第3巻 第1号 （第17号 ）1941年1月

「東京女学生美術展 （展覧会評）」『塔影』第17巻 第4号 、1941年4月

「現代巨匠作品展 （展覧会評）」『塔影』 第17巻 第4号 、1941年7月

「美術界雑想」『エッチング』第112号 、1942年5月

「文展第一部に拾ふ」『日本美術』第1巻 第7号 、1942年11月

「藤島武二作品回顧展に就いて」『みづゑ』第460号 、1943年1月 、p.42－43

「明治美術名作大展覧会の油彩画」『日本美術』第2巻 第3号 、1943年3月

「藤島武二先生葬送雑記」『日本美術』第2巻 第5号 、1943年5月 、p.60－61

「それで ええんぢや （藤島武二氏追悼）」『画論』第21号 、1943年5月 、p.23－25
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「藤島武二氏の作画過程」『画論』第22号 、1943年6月 、p.27－38

「藤 島武二先生語録」『生活美術』第3巻 第6号 、1943年6月

「大観寸描」宇野浩二 、金原省吾、岩佐新ほか 『日本美術』 第2巻 第7号 、1943年7月

「提案二三」『みづゑ』 第468号 、1943年9月

「日本画 と洋画 （決戦下大東亜美術樹立と日本画、洋画の問題）」『日本美術』第2巻 第9号 、1943年10月

「文展に絵を拾ふ」『日本美術』 第2巻 第10号 、1943年11月

「藤島武二遺作展に就いて」『新美術』第28号 、1943年11月 、p.12－14

「藤 島武二遺作展に就て」『みづゑ』 第470号 、1943年11月 、p.42－43

「地 方美術について」『島根美術』第1号 、島根洋画会事務所、1946年

「絵 を描 くこと （初歩 レアリズムについて）」『島根美術』第3号 、1947年

「絵の売 り方 ・買い方」『ア トリエ』増刊1号 、婦人画報社、1956年1月 、p.95－97

「石 井林響」『三彩』1957年10月 、p.41－43

「「林間の歌」 と 「地中の歌」」『萌春』 第48号 、1957年11月

「多過 ぎる美術団体」『美術館ニュース』第86号 、東京都美術館友の会、1958年2月

「特集 ・高間惣地七 高間さんの こと」『造形』造形同人会、第4巻 第9号 、1958年12月

「ブ リヂス トン美術館」『國際文化』國際文化振興会、1959年9月

「「美術新論」 と 「美術」の思い出」『本の手帖』9月 号、1961年9月 、p.320－322

「天 性の画人」『毎 日新聞』1961年10月31日

「パ リでのお里帰 り展」『藝術新潮』第13巻7号 、1962年7月 、p.48－49

「油 絵を洗 う」『和歌山新聞』1962年9月5日

「絵 を洗 う」『伊勢新聞』1962年9月7日

「パ リでのお化粧－ アカを落 とした石橋コレクシ ョン」『西日本新聞』1962年9月8日

「名画のよごれを洗 う－絵具、画布など一枚一枚 によって処置法違 う」『北 日本新聞』夕刊、1962年9月8日

「油絵を洗う技術」『信陽新聞』1962年9月12日

「随想 にせ もの」『東洋経済新報』4、1966年3月19日

「表紙解説」『三彩』三彩社 、1967年6月 、p.45

「生誕百年記念藤島武二展」『三彩』215号 、1967年6月 、p.44－45

【座談会】

「展覧会を中心 とする座談会」石井柏亭、和田英作、田辺至、梅原龍三郎、熊 岡美彦、山本鼎、安井曾太郎、

牧野虎雄、藤 島武二、有島生馬、斎藤与里、森田恒友、岩佐新、太田耕治 『美術新論』第6巻 第12号 、1931

年12月 、p.4－43

「帝展洋画合評会」伊原宇三郎、伊藤廉、林倭衛、田口省吾、中村研一、鈴木千久馬、岩佐新 『美術新論』

第7巻 第11号 、1932年11月 、p.12－30

「帝 展座談 （第二部 を中心 として）」石井柏亭、中山巌、熊岡美彦、荒城季夫、斎藤与里、広津和郎、岩佐新

『美術』第9巻 第11号 、1934年11月 、p.11，13－14

「東 京府美術館十年記念展を中心 とする座談会」橋本八百二、渡辺浩三、田中忠雄、中村節也、宮本三郎、

岩佐新 『美術』第10巻 第5号 、1935年5月 、p.6－23

「美術批評に対する不満 と希望」山下新太郎、石井柏亭、岩佐新ほか 『ア トリエ』第12巻 第10号 、1935年10月

「第二部会展 を中心 とする座談」 中川紀元、児島喜久雄、荒城季夫、宮田重雄、岩佐新 『美術』 第10巻 第11号 、

1935年11月 、p.7－18

「文展 はどんな ものか 官展はどうあるべ きか― 昭和十四年三月十二 日座談会」伊原宇三郎、石井柏亭、中野

和高、内田巌、青 山義雄、荒城季夫、斎藤与里、木村荘八、岩佐新 『美術』 第14巻 第4号 、1939年4月

「美術界安定方策座談会」青野季吉，荒城季夫，森田亀之助，森 口多里，岩佐新 （五十殿利治監修 『美術批評家

著作選集』 第11巻 、ゆまに書房、2011年 所 収）

「美術界新体制 について設問に答ふ」木村荘八、海老原喜之助、岩佐新ほか 『美之国』第16巻 第11号 、1940年11月 、

p.14－18

「ブ リヂス トン美術館の名作」『日展美術』8号 、1960年1月 、p.47－52

「座 談会 日本における近代美術館設立運動史の完結について」隈元謙次郎、竹田道太郎、岩佐新 『現代の眼』
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93号 、1962年8月

「坂崎坦氏― むか しがた り （座談会）－2－」岩佐新、藤本韶三 『三彩』196号 、 三彩社、1966年2月 、p.30

2.岩 佐 新に関する文献

児島喜久雄 「岩佐君に」『美術』第8巻 第12号 、1933年12月 、p.15

本 田芳子 「岩佐新氏水墨画展 （展覧会評）」『塔影』第17巻 第1号 、1941年1月 、p.124

伊 原宇三郎 「岩佐新さんを悼 む」『連盟ニュース』224号 、1973年7月 、p.2

猪熊 弦一郎 「故石橋正二郎氏の訃 に接 して」『連盟ニュース』248号 、 日本美術家連盟、1976年 、p.2

田中 日佐夫 『美術品移動史―近代 日本の コレクターたち』 日本経済新聞社、1981年 、p.268－269

『島根県大百科事典』山陰中央新報社、1982年 、p.160
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